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論文内容要旨
 悪性細胞の診断に必要と思われる細胞所見を,文献上から20項目選び出し,その各項目につ
 いて,胃切除手術により病理組織診断の確定した胃癌200例,胃潰瘍50例,胃ポリープ8例,
 良性胃粘膜病変20例,合計278例の手術胃を用いて,観察細胞数は各症例100個ずっとし
 て,PAPANIOOLAOu染色標本を主体に胃粘膜剥離細胞を形態的並に計数的に検討して,そ
 の要旨をまとめると次の通りである。
 i)悪性群(胃癌)と良性群(胃潰瘍,胃ポリープ,良性胃粘膜病変)の核径の境界値は,15.
 72μで,20μ以上はほとんど癌細胞と考えられる。
 2)悪性群と良性群とのNIOの境界値は.0.633と考えられる。
 3)核径及びNIGの標準偏差は良性群に比べて悪性群の巾が広い。
 4)核形は良性群,悪性群とも類円形状を示したものが大多数を占めているが,類円形状のうち
 印環細胞型を示すものは悪性群に著しく多くみられた。
 5)核クロマチン含有量の増大は,胃癌5L9%,胃潰瘍34%,胃ポリープ18・63%,良性
 胃粘膜病変10%で,胃癌だけでなく,良性群でもみられている。従って胃癌細胞特有の所見
 とは考えられない。
 6)核クロマチン像については,細網状構造を示すものが多くみられるのは,新鮮胃粘膜剥離細
 胞の特徴と考えられる。
 7)悪性徴の強い20項目中,細胞個々の所見でみると,核径の増大(10μ～15μ)60%,
 核クロマチン含有量の増大51.9%,核クロマチン像細網状構造43・3%,核膜不均等肥厚
 38.5%,NIGの増大(0、5～0.6)34%,核小体肥大16.9%,細胞質の異常空胞2.0
 %であり,細胞群については,配列性群即ち核間距離の不規則性68、3%,細胞質・核・核小
 体の大小不同性29、7%及び細胞質・核・核小体の多形性12,1%である。
 8)細胞個々の所見による組合せを検討してみた。即ち細胞相互間の中で比較的悪性の特徴の高
 い確率をもったものを,核所見の中から6項目,核小体,細胞質の中からそれぞれ1項目,
 細胞群の中から2項目を選び,核を中心として2項目,3項目,4項目,5項目,6項目,
 7項目の組合せを行った。比較的確率の高い項目の間で組合せを作ってみると(G:核クロ
 マチン含有量の増大,F:核径の増大,D:核クロマチン像細網状構造,a:核小体の肥大,
 b:裸核,c:細胞群の配列性の不規則,d:細胞群の細胞質・核・核小体の大小不同性),
 c68.3%,Fc40、98%,OEa及びDEa8.88%,GDFc9.22%,ODFac5.54%,
 GDFcba1・66%,ODFabcdO・05%と悪性徴が高くなり,5項目以上の悪性徴をもつ細胞は
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 良性群ではみられない。さらに,その確率分布を図示することにより,一層明らかとなる。従っ
 て,5項目以上の組合せ所見をもった新鮮胃剥離細胞は,理論的にまず悪性群である確率が十
 分大きいとみなし得る。
 9)次に核間距離の分析について検討してみた。悪性細胞の悪性徴を客観化するため核間距離
 を測定した。先ず条件を一定にするため,少なくとも10個以上の細胞集団を対象にと・り,核
 長径と短径の交点を基点として,右廻り又は左廻りに一定の方向を決めて,核間距離を測定し
 た。すなわち,、良性群のうち胃潰瘍の観察細胞数は2100個,良性胃粘膜病変の観察細胞
 は1400個,また悪性群のうちCARGINOMASIMPIEXの観察細胞数は1300,
 ADENOCAROINOMATUBUIAREの観察細胞数は1100個について,それぞれの核間
 距離偏差を算定し,さらに,その分布曲線を作製してみると,良性胃粘膜病変に対して,
 GAROINOMASIMPlEXと胃潰瘍は良好な分離を示し,胃潰瘍とGARGINOMASIM-
 PIEXに対して,ADENOGARCINOMATUBULAREは良好な分離を示した。しかし,標
 準偏差が各々大きいので,測定条件をもっと厳格に規定する必要がある。
 10)核径とNIGの相関関係をみると,胃癌,胃潰瘍,良性胃粘膜病変のいずれも正の相関関
 係を示しているが,悪性群では良性群に比べて勾配が高い。
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 審査結果の要旨
 胃切除手術により病理組識診断の確定した,胃癌200例,胃潰瘍50例,胃ポリープ8例,
 良性胃粘膜病変20例,合計278例の手術胃について,Papanicolaou染色標本を作製し,胃
 剥離細胞の悪性度に関して,形態的並に計数的に検討して得た結論は次の通りである。
 1)悪性群(胃癌)と良性群(胃潰瘍,胃ポリープ,良性胃粘膜病変)の核径の境界値は15.72
 μで,20μ以上はほとんど癌細胞と考えられる。
 2)又N/Gの境界値は0.633と考えられる・
 3)核径及びN/Oの標準偏差は良性群に比べて悪性群の巾が広い。
 4)核形は良性群,悪性群とも類円形状を示したものが大多数を占めているが,類円形状のう
 ち印環細胞型を示すものは悪性群に著しく多くみられた。
 5)核クロマチン含有量の増大は良性群にもみられるので,胃癌細胞特有の所見とは考えられ
 ない。
 6)核クロマチン像は良性群に比べて,悪性群に細網状構造を示すものが多い。
 7)悪性徴の強いものは順に,細胞個々の所見では,核径の増大,核クロマチン含有量の増大,
 核クロマチン像細網状構造,核膜不均等肥厚,N/Oの増大,核小体肥大,細胞質の異常空胞で
 あり,細胞群では,配列性の不規則性,細胞質・核・核小体の大小不同性,及びその多形性であ
 る。
 8)細胞個々の所見で,悪性徴の高い確率をもったものを,核を中心として組合せを作り,確
 率分布曲線を作成してみると5項目以上の悪性徴をもつ細胞は良性群ではみられない。
 9)悪性細胞診断基準の一つである核間距離の不規則性を客観化するために,核間距離を実測
 し良性群と悪性群について,その平均値と標準偏差を算定してみると,良好な分離を得たが標準
 偏差が大きいので,測定条件を厳格に規定する必要がある。
 上記の論文内容は学位を授与するに値するものと認める。
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